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１．はじめに 

自然災害による死者のうち約４割が土砂災害によ

るものと言われ、2014年（平成26年）8月豪雨による

広島市の土砂災害をはじめ各地で甚大な被害が発生

している。このような状況のなか、少なくとも人的

被害を回避すべく、内閣府の「避難勧告等の判断・

伝達マニュアル作成ガイドライン」では、土砂災害

警戒情報の発表を避難勧告の判断基準とするよう自

治体に求めている。ただし、土砂災害警戒情報は、

土砂災害発生のおそれが高まった初期段階で発表さ

れることから、同情報発表後の切迫性の高まりを判

断するには別の指標が必要となる。そこで、同ガイ

ドラインは避難指示の判断基準として「山鳴り」や

「流木の流出」等の前兆現象の発生を位置づけてい

る。これら前兆現象の発生を行政が把握するには、

それを感知した住民からの情報提供に頼らざるを得

ないが、前兆現象を確認した段階で通報される例は

少なく、防災情報として活かす観点において十分で

はない。 

このため、当研究室は（株）富士通研究所と共同

でインターネット上に大量に存在するソー

シャルメディア情報をリアルタイムに分析

し、ユーザーの豪雨等に対する不安感や恐

怖感を表した「つぶやき」に潜む土砂災害

の前兆現象を見つけ出し、これを警戒・避

難システムに組み込むため研究に着手した。 

２．研究内容と分析事例 

 本研究では、情報のリアルタイム性が高

く、他ユーザーとの情報交換・転送が容易

なTwitterを用いて、前兆現象に関するキー

ワードにより収集するつぶやき情報が「い

つ」「どこで」投稿されたかを推定し、そ

の地域の土砂災害の切迫性の高まりを把握する手法

を検討している。一例として、2012年（平成24年）7

月九州北部豪雨により甚大な被害が発生した阿蘇地

域を対象に分析した結果、土石流等が集中的に発生

した時間帯（図(c),(d)）より前に近隣地域で土砂崩

れ発生に関するつぶやき（図(a),(b)）がなされてお

り、集中的な土砂崩れの前兆情報として活用できる

可能性がある。他の災害事例からも、豪雨時につぶ

やき情報をリアルタイム分析し、市町村まで位置推

定を行えば、早い段階で土砂災害の前兆等に関する

情報を収集できる可能性があることが分かってきた。 

３．おわりに 

本研究により、危険が迫る地域をいち早く特定し

た上で、土砂災害の前兆現象等を把握し、降雨分布

等の客観的な情報と組合せることで信頼性を高め、

早期の避難指示等の発令や住民の自主避難に活かさ

れる技術となるよう、今後も研究を進めて参りたい。 

【参考】 

1) 國友優・神山嬢子：Twitterは土砂災害の前兆現象をと

らえることができるか？，月刊J-LIS，Vol.1，No.10，

pp.44-49，2015 
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図 土砂災害発生箇所の変化と主なつぶやき 

04:09 「阿蘇に土砂災害注意報がでた(;´д｀)
雨・雷半端ない!!地響きすごい」（阿蘇市）
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03:11 「こちら阿蘇市。激しい雷雨にみまわれてま
す。人生初っぽい激しさだよ～(≧∇≦)」（阿蘇市）
03:59 「土砂崩れが玉名 田原坂でおこっておりま
す。ご注意を。」（玉名市）

02:07 「なんなん、この雷、雨、風 ここ数年で一番
凄いかも」（熊本市）
02:32 「土砂崩れなうw http://t.co/LQqk7Sgm」
（菊池市）

05:47「阿蘇洪水してる・・・ http://t.co/N2qrjSon」（阿蘇市）
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１．はじめに 

深層崩壊は通常の土砂災害に比べ発生頻度は低い

が非常に規模が大きく、被害も甚大になる場合があ

る（写真）。一方で従来の砂防施設は、深層崩壊や

深層崩壊に起因する天然ダム等に対して十分な耐力、

規模を有しているとは言い難い場合があるなど、こ

れまでの土砂災害対策では、深層崩壊への対策は不

十分な可能性がある。 

写真 平成23年紀伊半島で発生した深層崩壊 

 

２．深層崩壊対策 

深層崩壊による被害を減ずるためには、個々の対

策をそれぞれ実施するのみならず、事前のハード対

策、土地利用から警戒避難、応急対策まで様々な対

策を全て総動員して実施することが必要である。ま

た深層崩壊による被害のうち、特に甚大な被害を引

き起こす可能性のある非常に規模の大きい深層崩壊

に対しては、物的被害等を完全になくすことは困難

であると考えられる。したがって、少なくとも人命

は守るなど被害を完全になくすことが困難な場合で

も、被害を減ずる方策を検討すべきである。これら

の目的のためには、現在ある技術・研究成果を体系

的に整理することが必要不可欠である。しかしなが

ら、これまで深層崩壊への学術的な知見・対策技術

を体系的に整理した資料はなかった。そこで今回、

「深層崩壊対策技術に関する基本的事項」について

国総研資料としてまとめた（図）。 

 

 

図 深層崩壊対策の体系 

 

３．おわりに 

 深層崩壊については、2010年に国土交通省・（独）

土木研究所から「深層崩壊推定頻度マップ」が公表

されるなど、深層崩壊の発生危険度に関する調査が

進んできている。今後は、危険度評価のみならず、

深層崩壊の被害軽減に向けた様々な取り組みを実施

する上で、本資料が役立てられることを期待する。 
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